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はじめに

スポーツの流行やコロナ禍の影響もあり、オンラ

インでのゲーム交流会はその数を増やしました。オン

ラインでの開催により便利になったことはありますが、

オフラインならではの良さが無くなったと感じました。

具体的には、プレイヤーへの観客の応援や反応が伝わ

りづらい、待ち時間でのプレイヤーや観客同士の交流

がしづらいなどという点があげられます。そこで私た

ちは、 ナベース を提案します。

本システムについて

概要

は運営・参加者が一つの会場で盛り上がれる

環境を提供する音声通話アプリです。

アイコンを動かす音声通話

音声に距離減衰と指向性をもたせることによって現

実のようなコミュニケーションができます。音声は、

アイコン同士の距離によって減衰します。矢印は、ア

イコンの方向を示し、その方向を正面とした立体音響

で音声通話ができます。

ゲーム画面のチラ見機能

プレイヤーのアイコンに近づくとその人が遊んでい

るゲーム画面が小さくポップアップ表示されます。こ

れをチラ見といいます。さらにゲーム画面を集中して

見たい場合、その画面を拡大できます。これをガン見

といいます。オフラインの会場で歩きながら各テーブ

ルの様子を見る楽しさを再現する機能です。

図１ チラ見機能イメージ図

会場の作成

運営は、自由に会場を作成することができます。任

意の画像またはテンプレートの画像を配置して会場を

作成します。一度作った会場は保存できます。自分が

作った会場への招待は運営の楽しみになります。

特徴

「アイコンを動かす音声通話」と「ゲーム画面のチ

ラ見」により、オフラインの会場と同様の空気感を作

り出すことができます。「会場の作成」により、運営す

る人の楽しみも増えます。音声通話の環境のみの提供

のため、既存の大会運営アプリと合わせやすいです。

システム構成

音声通話と映像の送受信など通信部分に の

の 接続を用います。アイコンの操

作や会場の作成といった機能は にて実装されま

す。また、会場のデータを共有するために の

一部機能を使用します。

図２ 環境開発・実行環境

おわりに

はオンラインでのゲーム交流会をより楽し

くします。このアプリで友達の家にゲームをするため

に集合したり、町のゲーム屋の大会に参加したりする

ような楽しさをオンラインでも感じられるようになり

ます。
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1. はじめに 

 日本人の大きな問題として運動不足が挙げられます。

運動不足を解消し、健康的な生活を送るためには、運

動をする習慣をつけることが大切です。しかし仕事や

家事で十分な時間が取れない人たちが継続して運動す

るためには親しみやすく、効率的に運動を行う必要が

あります。 

そこで私たちは馴染み深く、ウォーキングよりも運

動効率の良い踏み台昇降に注目し、楽しく、離れた場

所の仲間と競い合いながら行えるシステム「UPUPUP」

を提案します。 

 

2. 概要 

 本システムには踏み台昇降を楽しく行ってもらうた

めに、部屋にいながら観光名所を巡るような体験を得

られるものや、離れた場所にいる仲間たちとミニゲー

ムで競い合う要素を組み入れました。これにより楽し

く継続して運動を行ってもらうことを目的にしていま

す。 

 

3. システム構成 

 本システムでは踏み台を上り下りする動作を検出し

て入力に活用します。本システムの構成を図１に示し

ます。踏み台に設置したタッチセンサーを用いて足の

動きを検出し、ゲーム内の動きにつなげます。 

 

図 1:UPUPUP のシステム構成 

4. 具体的な機能 

4.1. ツアーモード 

 踏み台昇降の動きをもとに実際の観光名所を巡るこ

とができます。踏み台に取り付けられたセンサーによ

って動きを取得し画面内の動きに反映されます(図 2)。 

 

図 2:ツアーモードの画面の例 

4.2. ミニゲームモード 

 ミニゲームによって離れた場所にいる仲間たちと競

い合いながら運動が行えます。速度、正確性、判断力

に重点を置いた３つのミニゲームがありそれぞれ違っ

た楽しさを得られます。 

4.3. エンドレスモード 

 無限に続く階段をひたすら上り続けます。上ること

ができた段数はランキングに登録されます。 

4.4. 運動の補助 

 プレイすることによって消費されたエネルギーを計

算します。これにより一日の運動量が把握しやすく運

動計画を立てやすくなります。 

 

5. おわりに 

 「UPUPUP」はオンラインで楽しく継続して運動して

もらうためのシステムです。運動不足を感じている人

に遊んでいただき、健康を保ってほしいと考えていま

す。 

登る楽しさ、高まるモチベ、近づく健康。３つの「UP」

で生活を向上させてみませんか？ 
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